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補助輪のような存在に

第2号

 「先⽣は何の先⽣なの？」と聞かれたときは、「ことばの先
⽣」と、答えています。予想していた以上にわかりやすい答
えだったようで、この⼀⾔で伝わることが多いです。「ことば
に困ってます」と、すぐに相談してくれることもあります。

iHUBでこんなことやってますPickup!

 ⼈のことばには、「伝達」（情報や
気持ちを伝える）、「思考」（考えを整
理する）、「⾏動調整」（⾏動の変化の
きっかけ）の3つのはたらきがある
とされています。ことばを使うと、
ほかの⼈との会話も⽣まれ、ことば
はさらに⼒を発揮します。

 iHUBの仕事で、いろいろな教室に⾏ったり、iHUB教室で1
対1の授業をしたりしています。ひらがなや漢字を教えること
もありますが、学校⽣活で困っていることがあれば、ことば
の⾯から解決できることはないか考えサポートしています。

「ことばの先⽣」として仕事をするよう
になって、⽇本語の⽂法や教え⽅が重要
になると思っていたのですが、それ以上
に、ことばと⼼の関係について考えなが
ら仕事をすることが増えました。（少し難
しい⾔葉で「⾔語⼼理学」や「認知⼼理
学」と⾔います。）そこで、通信の中で、
ことばと⼼の関係を考えるときのキーワ
ードを紹介していきたいと思います。

外国語副作⽤
foreign language side effect 
外国語を使っているとき、考える⼒が⼀
時的に落ちてしまう現象。たとえば、会
話がかみ合わなくなったり、的外れだっ
たりしたときに、「慣れない外国語だから
ことばが上⼿に使えなくて、話の意味が
わからなくなってしまった」と考えるの
ではなく、「外国語としてこのことばを話
しているから、考える⼒が落ちているか
もしれない」と考えることです。

⾃動化
automatization
慣れていることばと慣れていないことば
の違いとして、そのことばを使った経験
が多いか少ないか、というのがありま
す。使った経験が多いと、そのことばを
使うときに注意したり、よく考えたりし

⾔語学習と⼼理学

専⾨家からのアドバイスThank you!

1⽉24⽇に⽇本台湾交流協会の⽇本語専⾨家��藤⽥先⽣と細⽥
先⽣が、iHUBの仕事を⾒て、アドバイスをくださいました。

「さまざまな⾔語環境に⾝を置く
みなさんの、補助輪のような存在

「iHUBを知ってもらうために、
活動内容を周りの⽅々にわかりや
すく伝えていくことが⼤切です」

TJS小中学部のみなさん・保護者のみなさんへ
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・アイハブQ&A ・「⽇本語補習」閉講式レポート ・iHUBの1年間 ほか
本号の参考⽂献： 海保�博之・柏崎�秀⼦編『⽇本語教育のための⼼理学』（新曜社）2002、
⼩林�明⼦・福⽥�倫⼦・向⼭�陽⼦・鈴⽊�伸⼦著『⽇本語教育に役⽴つ⼼理学⼊⾨』（くろしお出版）2018

次号予告＆本号の参考⽂献What's next?

なくても使えるよ
うになります。こ
のことを「⾃動化」
といいます。

半⽇の⾒学の中で、授業にも参加していただき、たくさんの
お話を伺いました。これからいかしていきたいと思います。

で、いざというときに頼れる場所になるといいですね」
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